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た　ば　こ　は　町　内　で　買　い　ま　し　ょ　う



第286号　　　　　　　　　　　　　　塵⑯鈴勉紺（2）

候縁故Iヂ

健康保険診涼は有効に受けまし　ょ　う

宮
窪
最
を
争
祭
霊
斉
を
亭
争
手
蔓
蚤
蚤
争
紫
雲
農
蚤
を

鵡
国
民
健
康
保
険
醐

苔
茎
毒
舌
華
菩
重
義
電
車
貴
書
忘
毒
舌
重
富
愛
読
電
卓

国
民
健
康
保
険
証
を
切
り
替
え
ま
す

加
入
し
て
い
ま
す
か
国
民
健
康
保
険

現
在
使
わ
れ
て
い
ろ
国
民
健
康
保
険

証
は
、
頂
和
5
7
年
3
月
3
1
日
ま
で
し
か

使
え
ま
せ
ん
の
で
、
次
の
日
程
で
保
険

証
の
切
り
替
え
を
実
施
し
ま
す
。

∇
持
参
晶

o
今
ま
で
お
使
い
の
国
民
健
康
保
険

証
と
即
鑑

。
就
学
の
た
め
別
に
保
険
証
が
必
要

な
人
は
、
在
学
証
明
謹
ま
た
は
、

学
生
証
の
写
し

▽
更
新
場
所
　
遠
賀
町
役
場
玄
関

▽
更
新
日
時
と
対
象
地
区

3
月
約
日
（
月
）
9
時
～
1
6
時

曲
津
、
若
松
、
鬼
津
、
尾
崎
、
別
府

千
代
丸
、
今
古
賀
、
上
別
府

3
月
0
0
日
（
火
）
9
時
～
1
6
時

落
葉
台
、
浅
木
、
東
和
苑
、
末
寺
、

老
良
、
東
町
、
西
町
、
血
生
津

3
月
針
目
（
水
）
9
時
～
1
6
時

遠
賀
川
、
新
町
、
旧
侍
、
広
漠
、
道

管
、
松
の
本
、
中
央

国
民
健
康
保
険
証
は
毎
年
3
月
末
日

で
切
り
替
え
を
し
て
い
ま
す
が
多
数
の

人
が
保
険
証
の
切
り
替
え
を
忘
れ
ら

れ
、
医
者
に
か
か
る
と
き
に
あ
わ
て
て

役
場
に
お
み
え
に
な
り
ま
す
。

役
鵜
の
係
も
い
つ
ま
で
も
鰹
理
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
3
月
末
日
ま
で
に
は
必

ず
保
険
証
の
切
り
替
え
を
す
ま
さ
れ
ま

す
よ
う
御
協
力
下
さ
い
。

。
会
社
の
保
険
を
や

め
た
人

o
他
の
市
町
村
で
国

民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
て
転
入
し
た

人o
生
活
保
護
を
受
け

な
く
な
っ
た
人

。
子
供
が
生
ま
れ
た
人
（
国
保
加
入
世

帯
の
み
）

以
上
の
人
は
、
す
ぐ
に
役
場
に
届
け

出
を
行
い
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入
手

続
き
を
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
す

ぐ
に
届
け
出
を
し
な
く
て
2
巡
閲
以
上

遅
れ
て
加
入
手
続
き
を
さ
れ
た
場
合
、

保
険
税
は
前
記
の
郵
か
ら
が
生
じ
た
日

ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
徴
収
さ
れ
、
国
民

健
康
保
険
証
を
使
え
る
の
は
保
険
証
を

発
行
し
た
日
か
ら
し
か
使
え
な
い
と
い

う
頓
を
す
る
よ
う
な
か
た
ち
に
な
り
ま

す
の
で
、
前
記
に
か
か
げ
る
よ
う
な
割

出
が
生
じ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
役
場
福

祉
課
へ
届
け
出
て
、
加
入
の
手
続
き
を

し
て
下
さ
い
。

轍
霊
嘩

あ
な
た
の
心
の

贈
　
り
　
も
　
の

▽
期
　
日
　
昭
和
5
7
年
3
月
1
9
日
（
金
）

▽
揚
∴
所
　
公
民
館
別
解
（
派
出
所
袈
）

▽
時
　
間
　
同
時
～
1
5
時
約
分

◎
献
血
で
き
る
人

。
潤
1
6
歳
以
上
、
浦
6
5
餞
未
満
の
人

o
体
重
が
、
男
子
4
5
向
、
女
子
4
0
佃
を

こ
え
る
人

。
血
圧
が
1
0
0
露
～
棚
卸
ま
で
の
人

o
比
盛
が
一
・
〇
五
二
以
上
の
人

※
献
血
者
全
員
に
、
6
項
目
の
血
液
検

査
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

高
額
癒
養
費
の
請
求
手
続
き
は

お
済

同
じ
月
内
に
同
じ
病
院
や
診
源
所
で

ひ
と
り
の
被
保
険
者
が
三
万
九
千
円
以

上
の
自
己
負
担
額
を
支
払
っ
た
場
合
、

一
二
万
九
千
円
を
超
え
た
金
額
は
、
国
民

健
麗
保
険
か
ら
払
い
も
ど
し
を
し
ま
す

米
諮
求
の
方
は
、
印
鑑
、
領
収
暮
、

み
　
で
　
す
か

保
険
証
を
持
参
の
う
え
国
保
年
金
係
へ

請
求
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
宋
詰
求
の
ま
ま
2
年
間
過
ぎ

ま
す
と
支
払
い
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

御
法
話
下
さ
い
。

固
定
資
産
謀
殺
台
帳
の

縦
覧

昭
和
5
7
年
度
間
定
資
産
課
税
台
帳
の

縦
蜂
に
つ
き
ま
し
て
は
、
改
正
法
の
成

立
が
お
く
れ
ま
す
の
で
、
縦
覧
期
間
を

次
の
と
お
り
に
延
期
し
ま
し
た
の
で
関

係
者
は
期
間
中
に
脚
施
さ
れ
る
よ
う
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
縦
覧
期
間
　
昭
和
5
7
年
4
月
1
日
～

4
月
2
0
［

▽
縦
覧
勘
所
　
遠
賀
町
役
場
税
務
課

▽
縦
瞬
時
閥
　
8
時
0
0
分
～
1
7
時
（
日

曜
日
、
祭
日
、
土
曜
日

の
牛
後
を
除
く
。
）



第286号（3）塵⑬弱め紺

在日外国人の方にも国民年金の道

20歳になっ　たら国民年金に加入し　ま　し　ょ　う

告
斎
争
藍
番
を
藍
憲
を
藍
茅
を
聖
寮
を
皆
寮
を
素

鵡
　
国
　
民
　
年
　
金
　
醐

甚
電
卓
蓋
議
事
蓋
毒
づ
雪
景
モ
嘗
焉
母
語
芸
竜
巻

昭
和
粥
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は

4
月
末
日
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

昭
和
5
0
年
度
（
頂
和
粥
年
4
月
－
昭

和
卯
年
3
月
分
）
の
国
民
年
金
保
険
料

は
、
4
月
末
日
ま
で
に
納
め
な
い
と
、

い
ま
お
手
元
に
あ
る
町
発
行
の
納
付
書

で
は
納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
国
の
納
付
蕾
で
銀
行
や
郵

便
局
に
払
い
込
む
か
、
ま
た
薗
撲
社
会

保
険
事
務
所
に
出
向
い
て
納
め
る
と
い

う
大
変
面
倒
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
面
倒
は
こ
と
に
な
ら
な
い

よ
う
昭
和
5
6
年
度
の
保
険
料
は
、
必
ず

4
月
末
日
ま
で
に
納
め
て
下
さ
い
。

も
し
納
め
忘
れ
る
と

保
険
料
を
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
せ

ん
と
、
九
一
病
気
や
け
が
な
ど
で
陣
評

者
に
な
っ
た
と
き
、
こ
主
人
を
亡
く
し

た
り
し
て
母
子
家
庭
に
な
っ
た
と
き
、

陣
藷
年
金
や
母
子
年
金
が
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
老
齢
年
金
さ
え

も
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す。
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
必
ず
納
期

限
ま
で
に
納
め
ろ
よ
う
に
し
ま
し
ょ

ーつ。

麦
の
発
芽
不
能
は
あ
り
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
の
保
険
料

4
月
か
ら
五
千
二
百
二
十
円
に
改
定

国
民
年
金
の
年
金
額
は
、
年
こ
と
に

改
善
さ
れ
、
昨
年
も
1
月
分
か
ら
物
価

に
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
て
、
七
・
八
％
の
引

き
あ
げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
た
と
え
ば
2
5
年
納
付

の
人
の
年
金
額
は
月
額
四
五
、
二
七
五

円
と
、
三
千
二
百
七
十
五
円
の
引
上
げ

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
本
年
度
も
、
さ
び
し
い
緊
縮

予
算
の
な
か
、
四
・
五
％
の
引
き
上
げ

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

適
正
負
担
に
こ
理
解
を

こ
の
よ
う
に
年
金
額
は
、
毎
年
引
き

上
げ
ら
れ
、
制
度
の
改
善
充
実
が
図
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
国
民
年
金
財
政
の

収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
、
制
度
を
健

全
に
運
営
す
る
た
め
に
、
こ
の
4
月
か

ら
保
険
料
も
五
千
二
百
二
十
円
に
改
定

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

博
さ
ん
の
負
担
も
増
え
て
薬
ま
す

が
、
あ
な
た
の
年
金
を
よ
り
よ
い
の
も

に
す
る
た
め
に
、
ご
理
解
と
御
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

憫
和
5
7
年
1
月
1
日
か

ら
、
国
民
年
金
に
在
自
外

国
人
の
人
も
加
入
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

国
民
年
金
に
知
人
で
き

る
人
は
、
2
0
歳
以
上
0
0
歳

末
減
の
人
で
す
が
老
令
年

金
を
受
給
す
る
た
め
に
は

2
5
年
の
資
格
期
間
を
必
嬰

と
い
た
し
ま
す
。
3
5
域
以

上
の
人
で
0
0
歳
ま
で
の
間

に
年
数
の
関
係
で
老
令
年

金
や
通
算
老
令
年
金
を
受

給
で
き
ろ
見
込
み
の
な
い

人
は
任
意
脱
退
で
き
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場

稿
祉
課
国
保
年
金
係
へ
お

た
ず
ね
下
さ
い
。

発
芽
不
能
が
あ
る
場
合
は
韻
書
評
価
野

帳
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
韻
書
評
価
野
幌
は
生
産
組
合
長

が
お
持
ち
で
す
の
で
、
必
頭
部
項
を
細

入
の
ヒ
3
月
1
5
日
ま
で
に
生
産
組
合
長

に
提
出
し
て
下
さ
い
。

▽
該
当
田
一
箪
ご
と
に
発
芽
し
な
か

っ
た
郊
分
の
面
談
が
、
そ
の
耕
地
の

全
面
秋
の
7
0
％
以
上
で
あ
る
甥
合
。

提
出
さ
れ
た
跨
帳
の
半
片
を
発
芽
不

能
田
に
立
て
て
お
い
て
下
さ
い
。

（
霜
出
講
雪
）

そ
の
他
一
般
被
害
（
1
0
ア
ー
ル
当
た

り
、
大
変
2
1
4
佃
、
小
変
郷
佃
以
下
の
収

琵
見
込
み
）
　
に
つ
い
て
は
、
5
月
1
5
日

に
提
出
し
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

お
か
の
台
（
水
巻
町
）
県
住
入
居
者
募
集

水
巻
町
お
か
の
台
県
営
住
輩
の
心
身

障
智
者
や
母
子
世
常
、
老
人
性
醇
向
け

の
住
宅
入
居
者
を
擬
製
し
て
い
ま
す
。

▽
戸
　
数
　
心
身
障
害
者
向
　
3
戸

母
子
脂
揃
向
　
　
4
声

老
人
世
帯
向
　
　
4
戸

▽
間
取
り
　
6
・
6
・
4
・
5
・
D
K

▽
入
店
予
定
　
昭
和
5
7
年
5
月

▽
入
居
資
格

◎
心
身
陸
軍
者
世
櫛
＝
淡
育
手
帳
所

持
者
ま
た
は
、
身
体
障
害
者
手
帳

（
4
級
以
上
）
所
持
者
を
含
む
同

居
の
親
族
か
ら
な
る
憶
措
。

◎
鴬
子
世
帯
＝
母
（
2
0
歳
未
満
の
子

を
扶
幾
す
る
）
と
子
か
ら
な
る
母

子
母
指
で
あ
る
こ
と
。

◎
老
人
聴
稽
＝
老
人
世
帯
と
は
、
0
0

戚
以
上
の
者
及
び
民
法
上
の
親
族

で
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者

の
み
か
ら
な
る
世
揮
。

①
配
偶
者
　
⑤
1
8
撮
未
満
の
児
載

③
重
度
ま
た
は
中
度
の
身
体
憶
害

者
、
精
神
的
欠
陥
を
布
す
る
者

⑨
収
入
基
準
　
申
込
者
及
び
同
居
親

族
の
月
収
観
の
合
評
が
別
に
定
め

る
月
収
計
算
の
方
法
に
よ
り
、
五

万
五
千
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

⑲
住
宅
以
外
の
建
物
ま
た
は
場
所
に

傭
ん
で
い
る
等
現
に
住
宅
に
困
窮

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
者
。

▽
申
込
先
　
達
質
町
役
場
祇
祉
瓢
柄
祉

係

▽
申
込
期
限
　
昭
和
5
7
年
3
月
2
9
円
ま

で
期
限
厳
守

な
お
、
家
賃
は
未
定
で
す
。



（4）第286号　　　　　　　　　　　　　　　塵⑬西の肝

低気圧と前線は

やつかIJもの

低徴露のモラル（平田耶
軸の合繊の天徴を期して＜舶い．（との：委鶏群ら〉＋。鬱（ � 
D　C　B　A 器蕎∴読書∴雨∴弼 �現 在 の 

…昔学　　事十　　　　　　号 �天 気 

粥 
A地点＝温暖前線が近づ　B地点二二雨はしだいにやみ、c地点＝天気は回復中です　D地点二両はしだいにやみ

略えH　掲；多結黙読　誓鯉終盤請来　艶卓然篭鴇羅　雛露盤諾詰
るでしょう0　　　　　や高くはるでしょう。　　　るでしょう。　　　　　　低くなるでしょう。

今
日
か
ら
健
康
づ
く
り
は
ま
か
せ
て
／

第
4
回
遠
賀
町
民
健
康
づ
く
り
推
進
大
会
開
か
れ
る

2
月
2
5
日
、
中
央
公
民
館
で
遠
賀
町

が
取
り
組
ん
で
い
る
各
理
健
康
づ
く
り

を
総
括
し
て
、
今
後
の
低
廉
づ
く
り
を

考
え
る
「
第
4
回
遠
賀
町
民
健
姪
づ
く

り
推
進
大
会
」
が
脚
名
を
超
え
る
出
席

者
の
も
と
、
開
か
れ
ま
し
た
。

鯉
康
づ
く
り
に
関
す
る
映
画
や
、
記

念
認
演
、
町
内
医
師
3
名
に
よ
る
無
料

医
撰
相
談
、
健
康
ク
イ
ズ
、
健
康
づ
く

り
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
・
野
菜
都
子
・

1
0
冊
近
く
の
小
本
の
配
布
等
、
充
実
し

た
内
容
の
大
会
で
し
た
が
、
な
か
で
も

緑
費
会
々
貝
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
貧
血

予
防
料
理
の
展
示
と
試
食
に
は
、
多
く

の
人
が
つ
め
か
け
熱
心
に
メ
モ
を
取
っ

た
り
、
質
問
し
た
り
す
る
姿
が
う
か
が

え
ま
し
た
。

バ
ス
ハ
イ
ク
の
お
誘
い

◇
郷
土
文
化
研
究
会
◇

蕃
恒
例
の
バ
ス
ハ
イ
ク
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
熊
本
県
山
鹿
周
辺
の
古
跡
を

探
沸
し
ま
す
。
会
員
以
外
の
方
も
、
空

席
が
あ
れ
ば
受
付
け
ま
す
。
即
し
込
み

下
さ
い
。

▽
期
　
日

▽
時
∴
脚

▽
場
　
所

▽
行
　
先

∇
会
　
費

∇
そ
の
他

▽
申
込
先

昭
和
5
7
年
3
月
2
8
日
（
日
）

8
時
出
発
－
1
8
時
洋
予
定

公
民
館
別
館
的
集
合

熊
本
東
山
踵
市
周
辺
古
跡

会
員
以
外
一
人
二
千
円

各
自
昼
食
持
参
の
U
と

虫
生
津
　
吉
野
千
年

砥
謡
（
3
）
0
4
2
5

胴
囲
琵
願
蛋
Ⅲ

天
気
図
に
は
、
地
図
の
詩
話
線
の

よ
う
な
、
円
形
や
だ
円
形
の
線
の
給

が
し
ろ
さ
れ
で
い
ま
す
。

通
関
の
等
稀
線
は
、
同
じ
高
さ
の

地
点
を
結
ん
だ
も
の
で
す
が
、
天
気

図
の
場
合
は
気
圧
の
等
し
い
点
を
結

ん
だ
も
の
で
、
等
圧
線
と
呼
ば
れ
ま

す。

こ
の
簿
庄
線
の
中
心
部
分
に
高
と

書
い
て
め
る
の
は
高
気
圧
の
こ
と
で
、

周
り
よ
り
気
圧
が
嘗
く
な
っ
て
い
ろ

こ
と
を
表
し
、
低
は
周
囲
よ
り
も
魚

座
の
低
い
と
こ
ろ
、
つ
ま
り
低
気
圧

を
表
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
．
般

的
に
高
気
圧
圏
内
は
天
気
が
良
く
、

低
気
圧
園
内
は
天
気
が
悪
い
と
言
h

れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
天
気
図
を
見
る
と
、

低
気
圧
の
中
心
か
ら
I
・
ト
や
i
・
i
i
し
。
・
の

線
が
出
て
い
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
が
請
織
を
表
す
記
号
で

す
。
前
線
と
は
、
暖
か
い
空
気
の
か

た
ま
り
　
（
気
団
）
　
と
冷
た
い
空
気
の

．
団
が
ぶ
つ
か
り
合
っ
て
い
る
境
目

の
こ
と
を
・
イ
”
つ
い
、
一
般
的
に
天
気
は

良
く
あ
り
ま
せ
ん
。

出
田
日
露
田
園
爾

低
気
圧
圏
内
の
天
気
分
布
は
複
雑

で
す
。
天
気
図
（
図
参
照
）
で
は
右

下
　
（
南
東
）
　
と
左
下
　
（
南
西
）
　
に
延

び
る
前
線
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
二
つ
の

前
線
は
性
質
が
異
な
っ
て
い
ま
す
。

右
下
に
延
び
ろ
前
線
（
i
I
・
I
）
は
温

暖
前
線
と
い
い
、
山
ぽ
こ
の
印
へ
ト
）

の
つ
い
だ
側
（
北
）
で
は
塞
が
低
く
だ

れ
込
め
、
広
い
寵
閲
へ
約
三
百
キ
ロ
）

に
あ
た
り
、
し
と
し
と
と
雨
が
降
り

ます。左
下
に
延
び
る

前
線
は
、
寒
冷
前

線
と
い
い
、
三
角

の
帥
　
（
ト
）
　
の
つ

い
だ
側
（
菓
）
で
は

比
較
的
狭
い
範
囲

（
約
七
十
キ
ロ
）
で

／
橘
乱
雲
が
発
色
し

繭
が
急
に
降
っ
た

り
や
ん
だ
り
し
ま

す。

そ
の
二
つ
の
前

線
に
は
さ
ま
れ
た

地
域
は
と
い
う
と

南
西
の
暖
か
い
風

が
吹
き
「
晴
れ
」

ま
た
は
「
鹿
o
L

と
な
り
ま
す
。

◇

　

　

　

　

◇

「
天
気
は
西
か
ら
変
わ
る
」
と
い

わ
れ
ま
す
。
規
模
の
大
小
は
あ
り
ま

す
が
、
高
気
圧
と
低
気
圧
は
海
の
波

の
よ
う
に
交
互
に
西
か
ら
東
へ
流
れ

で
い
ま
す
。
で
す
か
ら
日
本
の
天
気

も
原
則
的
に
西
か
ら
東
へ
と
変
お
っ

で
い
く
、
と
い
う
の
も
大
魚
手
織
を

す
る
う
え
で
は
起
案
な
要
素
で
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
基
に
、
天
顔
予

報
が
発
表
さ
れ
る
の
で
す
が
、
実
際

に
は
大
腸
や
陸
地
、
海
岸
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
彫
誌
を
受
け
ま
す
の
で
、
理

論
ど
お
り
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

ち
な
み
に
、
天
気
予
報
の
は
ず
れ

の
平
均
は
二
〇
％
く
ら
い
で
す
。
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第三日曜日　は「家庭の　日」です毎月

☆
・
広
報
郷
2
8
4
号
で
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
籍
果
、
次
の
サ
…
・
☆

☆
・
・
・
－
ク
ル
か
ら
募
集
の
要
項
が
薬
ま
し
た
の
で
希
望
の
サ
ー
ク
…
…
☆

☆
・
・
・
・
ル
が
あ
れ
ば
参
加
し
て
余
暇
を
有
効
に
御
利
用
下
さ
い
。
　
…
…
冷

剣
　
道
　
教
　
室

▽
対
　
象

。
少
年
剣
道
　
小
学
校
1
年
生
以
上

o
マ
マ
さ
ん
剣
道

。
一
般
剣
道
　
酒
楼
生
以
上

▽
練
習
日

0
第
一
武
道
場
　
月
曜
日
・
金
離
日

。
第
二
武
道
場
　
火
曜
日
・
木
脇
目

▽
時
∴
脚
∴
第
一
、
第
二
い
ず
れ
も
少

年
1
8
時
－
1
9
時
一
般
1
9

時
～
2
0
時

▽
場
　
所
　
第
一
域
道
場
（
役
揚
板
）

第
二
武
道
勃
（
浅
中
内
）

▽
締
切
日
　
3
月
3
1
日
ま
で

▽
指
導
者
　
遠
賀
町
剣
道
連
盟
有
段
者

▽
申
込
光
　
晴
撲
武
道
場
か
、
社
会
教

育
課
に
ど
う
ぞ
。

※
4
月
か
ら
健
康
と
美
容
を
目
的
に
、

本
格
的
に
マ
マ
さ
ん
剣
道
を
発
足
さ

せ
ま
す
の
で
、
練
習
日
、
時
間
等
の

愚
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

民
　
踊
　
同
　
好
　
会

お
子
様
を
幼
稚
園
や
学
校
に
送
り
出

し
た
後
の
ひ
と
と
き
を
、
あ
な
た
の
美

と
触
蝶
の
た
め
に
民
蹄
で
楽
し
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
練
習
日
　
4
月
2
日
金
継
目
か
ら

毎
週
金
曜
に
し
ま
す
。

▽
晴
　
間
　
1
0
時
－
1
2
時

▽
場
　
所
　
公
民
館
別
館

▽
会
　
費
　
無
料
（
8
回
ま
で
）

▽
申
込
先
　
社
会
教
育
課

3

　

日

　

体

　

操

ジ
ャ
ズ
や
ヨ
ー
ガ
、
フ
ォ
ー
ク
な
ど

の
リ
ズ
ム
を
と
り
い
れ
、
健
康
の
維
持

増
進
、
さ
ら
に
矯
正
を
目
的
と
す
る
体

操
で
す
。
リ
ズ
ミ
カ
ル
で
※
し
く
、
肥

満
解
消
、
更
年
期
障
害
の
克
服
な
ど
に

も
効
果
が
あ
り
ま
す
。
さ
あ
、
あ
な
た

も
勇
気
を
出
し
て
仲
間
に
入
り
ま
せ
ん

か。▽
練
習
日
　
月
唖
日

▽
時
　
間
　
1
0
時
－
1
2
時

▽
場
　
所
　
公
民
館
別
館

▽
入
会
金
　
千
五
百
円

▽
会
　
費
　
月
千
五
百
円

▽
申
込
先
　
東
和
苑
　
柿
木

電
話
（
3
）
3
9
6
4

民
　
謡
　
教
　
室

日
本
郷
土
民
稲

腺
談
志
会

▽
練
週
日
・
場
所

水
職
日
　
夜
　
広
渡
公
民
鍋

木
曜
日
　
夜
　
別
府
公
民
館

金
地
日
　
夜
　
尾
崎
公
民
館

土
曜
日
　
夜
　
今
古
賀
公
民
館

▽
申
込
先

広
漠
　
吉
永
千
代
子

秘
話
（
3
）
1
2
7
3

青
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ

▽
練
習
日
　
水
曜
日
・
土
曜
日

▽
時
　
間
　
1
8
時
－
2
0
時

∇
場
　
所
　
第
一
武
道
場
（
役
場
横
）

▽
対
　
象
　
6
載
～
中
学
3
年
生
ま
で

▽
募
集
人
員
　
2
0
名

▽
指
謀
貝
∴
談
話
顧
有
段
者
1
3
名

▽
締
切
日
　
4
月
1
5
日
ま
で

▽
会
　
質
　
月
千
円

▽
申
込
先
∴
砥
接
会
甥
に
お
い
で
下
さ

煎
　
　
　
茶

煎
茶
と
は
、
毎
日
い
た
だ
く
お
茶
を

ど
う
す
れ
ば
、
よ
り
お
い
し
く
い
た
だ

け
る
か
と
い
う
こ
と
の
勉
強
で
す
。

▽
例
会
自
　
火
唖
日
（
月
3
回
）

▽
時
　
間
　
9
時
～
1
7
時

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館
茶
室

▽
会
　
費
　
月
三
千
円

▽
会
員
数
　
1
0
名

▽
申
込
先
　
鬼
洋
　
学
田
富
美
子

寓
話
（
3
）
4
5
2
5

卓
　
球
　
ク
　
ラ
　
ブ

初
心
者
の
万
多
数
入
部
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

▽
練
油
日
・
場
所

謹
）
広
渡
小
義
休
爵

▽
時
　
間
　
1
9
時
5
0
分
－
2
1
時
0
0
分

▽
対
　
象
　
中
学
生
以
上

▽
入
会
金
∴
五
青
田

▽
会
　
費
　
月
三
百
円

▽
廟
込
先
　
面
接
会
揚
に
お
い
で
下
さ

空
手
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

▽
練
習
日
　
火
隅
田
・
木
同
日

▽
時
　
間
　
1
9
時
～
2
0
時
5
0
分

△
場
　
所
　
第
一
武
道
場
（
役
甥
頼
」

▽
対
∴
象
　
町
内
小
学
蛮
・
中
学
生

▽
脂
酒
肴
　
糞
発
会
総
本
部
道
場
の
半

田
4
校
、
古
川
・
車
代
各

初
段

▽
申
込
先
　
壇
接
会
規
に
お
い
で
下
さ

弓
　
　
道
　
　
部

経
験
者
ま
た
は
、
弓
道
を
始
め
た
い

大
多
数
の
入
部
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

▽
練
習
日
　
毎
日
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
時
　
間
　
1
8
時
－
2
1
時

▽
場
　
所
　
芦
屋
弓
道
場

▽
対
　
象
　
町
内
在
住
、
在
勤
者

▽
申
込
先
　
東
和
苑
　
池
田
紀
元

璃
話
（
3
）
4
1
1
9

体
育
協
会
の

加
盟
団
体
を

募
集
し
て
い
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
を
接
興
し
、
体
力
向

ヒ
を
は
か
ろ
と
共
に
、
ス
ポ
ー
ツ

締
神
を
襲
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

体
育
協
会
に
は
、
現
在
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
・
陸
上
・
水
泳
・
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
・
軟
式
野
球
・
軟
式
庭
球
・

卓
球
・
空
手
道
・
柔
道
・
剣
道
・

相
撲
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
弓
道
の

1
3
団
体
が
加
潤
し
、
活
発
に
活
動

し
て
い
ま
す
が
、
郡
民
体
育
大
会

等
の
各
稲
大
会
に
は
、
体
育
協
会

に
加
盟
し
て
い
な
い
と
出
場
の
資

格
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
未
加
盟

団
体
は
加
搬
さ
れ
ま
す
よ
う
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
・
婦
人
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
・
青
年
、
一
般
、
婦

人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
等
個
人
や
、
グ

ル
ー
プ
で
さ
れ
る
人
が
年
々
ふ
え

て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
ス
ポ

ー
ツ
を
さ
れ
て
い
る
人
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
競
技
団
体
に
加
盟
さ
れ
て

秋
穂
的
な
活
動
を
さ
れ
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
程
話
（
3
）
　
1
3

5
5
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
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あきカンや　ゴミの不法投棄は　やめましょう

ご
存
じ
で
す
か
　
検
察
審
査
会

あ
な
た
が
あ
る
日
突
然

′
　
　
　
　
蟄

池臆け」菌
虚

裁
判
に
か
け
ず
に
許
し
て
し
ま
い
ま
し
た

欝
腿
こ
こ
で
あ
高
め
ち
ゃ
た
め

検
察
審
査
会
に

璃

睦
こ
の
事
件
を
も
う
一
度

し
ろ
へ
な
お
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う

検
察
審
査
会
と
は

あ
な
た
は
国
の
主
人
公

警
察
官
も
、
検
察
官
も
主
権
者
で
あ

る
国
民
の
公
鋏
で
す
。
だ
か
ら
検
察
官

の
仕
密
に
民
憲
を
反
映
さ
せ
る
制
度
が

必
要
な
の
で
す
。

容
疑
者
は
必
ず
し
も
裁
判
に
か
け
ら
れ

ま
せ
ん
。

検
察
官
は
、
犯
罪
の
容
魔
者
を
取
調

べ
ま
す
が
、
裁
判
に
か
け
る
（
起
訴
）

か
、
か
け
な
い
（
不
起
訴
）
か
は
、
検

察
官
だ
け
に
ま
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
不

起
訴
に
な
り
納
得
の
い
か
な
い
こ
と
も

あ
る
で
し
ょ
う
…
…
そ
れ
で
は
被
害
者

ほ
う
か
ば
れ
ま
せ
ん
。

無
料
で
申
立
て
が
で
き
ま
す

被
害
者
は
、
検
察
審
査
会
に
申
立
て

て
、
も
う
一
度
調
べ
な
お
し
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

審
査
員
と
な
る
人
は
？

選
挙
横
を
持
っ
た
人
々
の
中
か
ら
、

毎
年
く
じ
で
選
ば
れ
ま
す
。

小
倉
検
察
審
査
会
郵
務
局
・
小
倉
検

察
審
査
協
会
　
小
倉
北
区
金
田
一
丁
目

四
番
一
号
　
範
話
0
9
3
（
5
6
1
）

3

一

4

3

1
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文学散歩道順　※数字は回教

罵∴∴∴遺
在　　　　　　　隊

㊨　　　　⑳

ぐく　さ　で

ヽ）　　　　と　＿－
大淀川13

）†言

天ぷら掲げをする時は
そばから離れちゃだめ．′

毎　日　が　　防　火　デ　ー　で　す　　ぱ　く　の　家

実
ン
午
掃
い
イ

タ
脅
す
薙
耳
り
し
ん
∴
〕
（
′
　
の

仰
…
は
か
、
五
ナ
田
こ
∵
な
っ
た
．

早
r
坊
言
の
：
日
時
組
み
：

多
年
一
命
〝
証
ニ
ー
た
∴
十
で

五
色
1
宮
は
な
る
・
打
直
と

ご

つ

で

り

一

蛤

十

九

へ

で

机
　
や
　
ン
　
ら

は
し
た
。

見

た

い

之

と

玖
ゞ
〕
た
、
、
、

去
年
小
～
麻
海

】
廊
孟
母
A
 
I
棚
∴
い
せ
で
二
十

乍
；
雑
言
ふ
∵
ユ
孝

互
毒
血
も
．
÷
対

＋
，
う
一
葉
梱
管
玉
か

今
寺
七
一
十
十
、
つ
一
々

、
－
と
膚
と
＝
恩
∵

丸
。
・
・
I
I
．
鴇
豊
住

の
再
棄
∵
為

、
I
h
地
主
っ
桑
園

も

少

し

く

J

「

ら

′

つ

回
た
り
言
、
1
6
が

さ
』
利
回
り
亀
、

亨
。
。
す
。

国
四
賀
聞
り
薩

鰯
醸

天
ぷ
ら
鍋
に
火
か
つ
い
た
ら

家
庭
で
発
坐
す

密
の
揺
褐
罵
　
る
火
災
の
巾
で
、

※
　
天
ぷ
ら
油
の
発
火

．
詳
l
＝
評
自
白
寮
、
　
す
る
火
災
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
揚
げ
物
を
す
る
時
の
適

温
は
脚
C
。
で
、
う
っ
か
り
技
稲
穂
を
し

て
1
0
分
も
加
鰯
す
れ
ば
、
着
火
温
度
の

捌
C
で
火
災
に
な
り
ま
す
。

天
ぷ
ら
鍋
に
火
を
か
け
た
鴫
は
、
そ

の
場
か
ら
離
れ
な
い
よ
う
に
し
、
短
時

間
で
も
離
れ
る
勘
合
は
、
必
ず
消
す
習

慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
も
し
、
天
ぷ
ら

鍋
に
火
が
付
い
た
時
は
、
次
の
要
領
で

消
火
し
ま
し
ょ
う
。

消
火
方
法

1
　
浅
い
を
し
て
窒
息
消
火
す
る
方

法
　
鍋
を
包
み
込
め
る
大
き
な
バ
ス
タ

オ
ル
、
シ
ー
ツ
な
ど
を
水
に
湘
ら
し
、

し
は
っ
て
か
ら
鍋
を
滋
い
ま
し
ょ
う
。

2
　
7
タ
を
す
る
こ
と
に
よ
る
消
火
方

法
∴
ぴ
た
り
と
鍋
全
体
を
設
う
よ
う
に

す
る
と
良
い
が
、
あ
わ
て
て
鍋
を
び
く

り
返
さ
な
い
よ
う
に
注
患
し
ま
し
ょ

え
ノ
0

3
　
野
菜
な
ど
を
投
げ
込
ん
で
消
済
す

る
方
法
　
油
が
燃
え
出
し
た
桓
後
で
あ

れ
ば
、
効
果
的
で
あ
る
が
、
野
菜
を
鍋

に
入
れ
ろ
際
、
火
災
が
多
く
な
り
危
険

で
す
か
ら
注
潜
し
ま
し
ょ
う
。

4
　
鍋
に
覆
い
（
座
布
団
な
ど
）
そ
し
て

そ
の
う
え
か
ら
水
を
か
け
て
消
火
す
る

鍋
に
獲
い
を
す
る
と
一
時
的
に
消
火

は
田
楽
る
が
、
又
攫
い
を
取
る
と
画
び

燃
え
上
る
た
め
淡
い
を
し
、
そ
の
上
か

ら
水
を
か
け
消
火
し
ま
し
ょ
う
。

5
　
粉
末
消
火
秘
に
よ
る
消
火
方
法

一
た
ん
消
火
し
た
後
、
消
火
剤
の
放

射
を
止
め
る
と
高
誼
火
す
る
の
で
、
消

火
器
に
充
填
さ
れ
て
い
る
全
畳
の
消
火

剤
を
油
の
中
に
入
れ
、
油
温
を
冷
却
し

ま
し
ょ
う
。

1

－

－

－

－

◆

▲

ヽ

r

◆

i

I

【

I

I

I

I

管
内
火
災
・
救
急
件
数

1
月
分



第286号　　　　　　　　　　　　　　公団筋の餅 （8）

‡聯大敵、

税別正しIJ食生活と

適度の運動を忘れずに

わたしたちの食生活は、最近、非常によく

なってきているとはいうものの、各家庭や個人

単位でみると、まだまだアンバランスな面が

あります。

なかでも、米、菓子や葉子パン、ジュース、

サイダーなど艇賞を多く含む食品を、片寄っ

てたくさん食べたり飲んだりする傾向があり

ます。また、家庭の主婦などは、食事の残り

ものを‘もったし、ないから、とし、って食べる

ことが多いため、結果的（二は、カロリーのと

りすぎになるというケースもあります。

一方、ことに若い女性の揚合‘太るから．

と朝食を抜き、その分、間食が多くなったり
‘とか食い、をして、それに慢性的な運動不足

が加わって、しだいしだい（こ肥満傾向になる

というパターンが目立ちます。

肥満は、健康にいろいろな影響を及ぼしま

す。例えは、成人病。つまり、糖尿病や心慮

病、脳卒中などを引き起こす原因になるので

す。

太り過ぎていると思っている方は、まず、

毎回の食事はバランスを考えてi復八分目（こす

ることです。さらに、朝食を抜し、たり、朝食

を簡単にする一方で、在は　○とか食い．する

といった不規則な食べ方をしないよう心がけ

たいものです。

また、菓子など甘い物を中心とする間食は

控え目にし、一方では、脂肪の少ない肉や魚、

豆腐・納豆などの大豆救品、新鮮な野菜、果

物、海草などを十分にとることも必要です。

同時に、簡単にできる　小なわとび．や　半本

操。など、適度な連動を生活の中に取り入れ

ることも、肥満防止のため（＝忘れてならない

ことです。

「町営遠賀室田」好評販売中

外から帰ったら　かぜの予防にうがいをしましょう

遠
賀
保
健
所
の
新
庁
舎
が
3
月
末
に

完
成
し
、
3
月
2
9
日
（
月
）
か
ら
3
1
日

（
水
）
　
の
間
に
移
転
し
ま
す
。

こ
の
3
日
間
、
各
種
機
器
等
の
移
動

を
す
る
た
め
に
検
診
業
務
が
で
き
ま
せ

ん。
ま
た
、
偶
語
等
も
こ
の
樹
、
混
雑
が

予
測
さ
れ
ま
す
の
で
御
了
承
下
さ
い
。

▽
新
住
所
　
水
巻
町
大
字
吉
田
字
麻
生

閲
2
3
6
4
番
地

（
下
図
を
参
照
）

▽
竃
話
番
号
　
従
来
通
り
の
0
9
3

（
2
0
1
）
4
1
6
1
番

です。

▽
場
　
所

▽
対
象
者

▽
内
　
容

▽
持
参
品

▽
料
　
金

検
診
　
1
3
時
5
0
分
～

中
央
公
民
館

一
銭
六
カ
月
－
一
歳
八
カ

月
児
（
昭
和
5
5
年
7
月
－

9
月
生
）

身
体
測
定
、
保
健
指
導

診
察
（
内
科
、
歯
科
）

母
子
手
帳
、
検
診
葉

無
料

▽
期
　
日
　
3
月
0
0
日
（
火
）

▽
時
　
間
　
受
付
　
1
3
時
的
分
～
1
4
時

遠
賀
保
健
所
が
新
庁
舎
に
移
話
し
ま
す

備
鰹
衝
簡
壁
の
織
り
謬

㊨
所
在
地

▽
届
出
先

▽
届
出
期
限

⑱
所
在
地

▽
屈
出
先

福
岡
面
詰
区
大
字
塩
原
字

ソ
ル
2
5
0
番
地

祇
旧
誼
南
区
大
橋
1
の
3

1
2
8
都
市
開
発
局
塩
原

区
画
整
理
部
補
償
第
1
課

明
和
5
7
年
3
月
3
1
日

熊
本
県
熊
本
市
出
水
1
丁

目
3
9
7
番
地

熊
本
市
水
細
事
公
園
1
2
詔

5
2
号
　
熊
本
県
水
前
寺
土

地
区
画
整
理
部
諸
所

秘
話
0
9
6
3
（
8
1
）

2
－
ウ
I
l
▲
6

同
和
5
7
年
3
月
1
5
日

◎
所
在
地

▽
名
　
称

▽
屈
出
先

▽
届
出
期
限

愛
知
県
瀬
戸
市
座
薬
町
1

0
9
6
番
地

入
居
整
地

瀬
戸
市
過
分
町
6
4
諒
地

の
1
　
瀬
声
環
境
溌
済
部

商
工
観
光
課
－
請
諒
0
5

6

1

（

8

2

）

7

1

1

1

昭
和
5
7
年
3
月
3
1
日

一
歳
六
カ
月
児
検
診

無
禄
墳
墓
の
改
葬

関
係
者
の
人
は
申
し
出
て
下
さ
い
。



（9）郷鍔紬餓　　　　　　　　　　　　　　第286号

島津636番地
支さゆを

矢野　将之くん

（驚さんの次男）
同和56年3月6日生

僕の生まれる予定日は、
お父さんと同じ日でした

が、生まれたのは、おばあ

ちゃんと同じ日でした。

それで一番好きなのは、

おばあちゃんで、次がお父

さんです。

浅木657番地のl

村田　和幸くん

（露さんの次男）
昭和56年9月12日生

生まれた時が4佃近く、
今はもう8何台、お兄ちゃ

んと遊ぶのか待ちどうしい
のか、アーアー〟と話しか

けます。索種で元気な離か
らも好かれる明るい子にな

って欲しいです。

▽　　▽　▽　▽　　▽　㊧　▽

内　　持対揚　　時期‖科
参　象
品者所　　問　日　金

定2　　掲写　　　2　す）名　3絨典掲学名　○対

で、月　しや強襲（応象

騨謙
予回　○“念す　　回で

耳はe健康の信号機、

不要犬の引取り　は遠賀保健所　093（201）4161へどうぞ

飼
犬
は
か
な
ら
ず
鎖
に
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う

級
近
、
野
犬
や
飼
犬
の
放
し
飼
い
に
よ
る
人
畜
や
、
田
畑
等
の
被
薯
が
絶
え

ま
せ
ん
。
放
し
飼
い
の
飼
犬
に
つ
い
て
も
「
遠
賀
町
飼
い
犬
取
締
及
び
野
犬
捕

獲
に
関
す
る
条
例
」
に
よ
り
、
捕
獲
や
薬
殺
を
行
い
ま
す
の
で
御
注
意
下
さ
い

妊
　
婦
　
相
　
談

国
耳
が
痛
い
の
は

〝
健
康
の
赤
信
号
〟

3
日
‥
3
日
は

「
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
」
参
加
者
募
集

広
報
「
お
ん
が
」
で
は
、
「
元
気

な
赤
ち
ゃ
ん
」
の
参
加
者
を
毎
月
募

集
し
て
い
ま
す
。

4
月
1
0
日
号
・
2
5
日
号
の
掲
繊
希

望
の
人
は
、
今
月
2
0
日
ま
で
に
、
官

製
は
が
き
に
住
所
・
父
母
の
氏
名
・

赤
ち
ゃ
ん
の
名
前
と
生
年
月
日
・
成

語
番
号
を
記
入
の
上
、
遠
賀
町
役
場

庶
務
課
「
元
気
は
赤
ち
ゃ
ん
係
」
宛

お
出
し
下
さ
い
。

沐
浴
指
導

母
下
手
幌
交
付

▽
料
　
金
　
無
料

子
宮
ガ
ン
検
診

申
込
み
受
付
け
中

3
月
1
2
日
（
金
）
、
3
月
1
9
日
（
金
）

の
分
に
ま
だ
あ
き
が
あ
り
ま
す
の
で
爺

望
さ
れ
る
人
は
、
保
健
衛
生
係
に
画
し

込
み
下
き
い
。

▽
料
金
　
千
円
（
印
鑑
持
参
の
こ
と
）

耳
の
日
で
し
た
。

増
は
舞
鶴
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
器
官

で
、
耳
自
体
に
こ
れ
と
い
っ
た
旋
気

が
な
い
の
に
、
体
の
ほ
か
の
部
分
に

翼
状
が
あ
っ
た
り
す
る
と
、
耳
が
涌

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

耳
が
摘
む
と
き
は
〝
健
康
の
赤
福

号
〟
と
め
て
、
注
憩
し
ま
し
ょ
ら
。

∧
耳
自
体
が
原
因
の
と
き
∨

耳
か
き
で
外
耳
通
を
傷
つ
け
た
よ

う
な
場
合
の
摘
み
は
、
ま
ず
外
傷
に

よ
る
炎
症
だ
と
思
っ
て
間
道
い
な
い

で
し
ょ
う
。
応
急
処
寵
と
し
て
は
冷

湿
布
を
し
、
早
め
に
医
師
に
診
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。
医
師
の
指
示
に
従

い
抗
性
別
を
服
用
す
れ
ば
、
大
体
す

ぐ
治
り
ま
す
。

急
性
中
耳
炎
は
発
熱
（
3
8
－
4
0

度
）
す
る
の
か
特
徴
で
す
。
乳
幼
児

が
熱
を
出
し
内
科
で
診
て
も
ら
っ
た

が
、
原
因
が
は
っ
き
り
し
な
い
よ
う

な
吻
合
は
、
念
の
た
め
、
耳
外
科
で

も
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

子
供
の
耳
は
、
大
人
に
比
べ
耳
管

が
太
く
で
短
い
た
め
、
外
郊
か
ら
の

刺
激
を
受
け
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す

耳
嬉
（
あ
か
）
が
た
ま
る
な
ど
汚
れ

た
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
バ
イ
菌
が

繁
殖
し
、
耳
が
稚
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
耳
は
い
つ
も
清
潔
に
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

＜
耳
以
外
の
病
気
が
原
因
の
と
き
＞

か
ぜ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
慢
性

弘
炎
な
ど
の
影
鰯
で
耳
が
痛
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

大
人
で
も
高
血
圧
、
肩
こ
り
、
貧

血
、
過
労
、
衰
弱
、
更
年
期
障
害
な

ど
の
病
気
の
た
め
に
耳
鳴
り
が
し
た

り
、
耳
が
捕
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ふ
だ
ん
か
ら
健
康
へ
の
気

配
り
が
大
切
で
す
。
特
に
冬
は
か
ぜ

を
ひ
か
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し

ょ
）
つ
o

な
お
、
算
を
か
む
と
き
は
、
片
方

ず
つ
交
互
に
か
む
よ
う
萄
慣
づ
け
る

よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。
耳
や
鬼

や
の
ど
に
面
鮮
し
て
い
ま
す
か
ら
、

あ
ま
り
強
く
外
を
か
む
の
は
良
く
あ

り
ま
せ
ん
。



第猫舌　　　　　　　　　　　　尿⑮鎚間引即（10）

3月下期の遠賀町主要行事

日 �昭 �行　革　内　容 �時　間i実施全損 ��担当課名l目的及び主潮象等l備考 

16 �火 �妊　　婦　　相　　談 �13：30－1叫 �中屋公民館 �住　民　課 �姥婦のための料理実習i弊ジ 

胃　ガ　ン　検　診 �9：40－10：30国民館 ��住民課中込み者のみi 

17 �水 i �公民醐用聞合全車00～i聡民飽 ���社会教育課車団体代表者　l 
畠門小学校卒業式 �10：00－1剛、締館 ��学務課匡予定者買離i 

浅木小学校卒業手車00一　回綿飴 ���学務課匡業予定者豊艶l 

広漠小学授卒業式 �10：00－　車体醐 ��学務課i卒業予定者異離l 

寿　大　学　修　了　式 �10：00－　車軸 ��社会教育課 �学級生　　l 

18 �木 �留∴∴ガン検診車0－10車難民館 ���住民課i翻申込み者のみ �� 

版　画　教　士00一　国民館 ���社会教育課匡者のみ　l 

19 �金 �献　　　　　　　　　血 � �公民館別館 �福祉震l　　I製ジ 

子　宮　ガ　ン　検　診 �9：30－10中央公蟻 ��住　民　課 �軸込楕のみ　匿ジ 

⑳ �日 �町営避賀霊園合同供製薬 �10‥00－　巨費軸 ��財務課i遠賀霊園剥脱　i 

23 �！や �心配ごと相‾干0－16：00匡胴 ���福祉課陸離詣経線可 妊　　婦　　相　　談 �9：30一　世鰹 ��住民課i議整聖堂 

胃　ガ　ン　検　診 �9：40－10中央公理 ��住　民　課 �醐込み者のみI 

24 �阜 �南小樽校＿経由　中学校 体協∴理∴印会19：30－上船民館 ���学務課i　　i 

26 �金 ����社会教育課 �各軸　　I 

29 �月 �国民健瞭保険証切り替え �9：00十6‥00車玄関 ��祇祉轢i難驚、額聾維匿ジ 

30 31 �火 � �13‥10－14中央公理 ��住民計1歳6カ月－1歳8回幣ジ 
国民健康保険証切り離え �9：00－16：00車玄関 ��福　祉　課 � �詳細は 
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特別委譲老人ホーム「通貨国」入園者受付中

遠賀町役場細祉練で、申請手続を受付けています○

＞対象　65才以上の人。心身の鋤きが低下し、ひとりで日常生

活が、できない人を収容し、生活全般について、お世話をし楽

しく豊かな人生を送り、儀きかいを起させることを目的として

います。

設備貸与制度のご利用を

（回、企業を対象に、作業工程の合理化や生産性の同

士を図るために希望される機械が低金利で舶入できろ

制度です。

条件等その他辞しいことは、捕工会議所、商工会に

おたずね下さい。


